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Speaking, Listening and Feeling (i. e. Touching and Being Touched) 
 A Study of "Participation" Methods in Clinical Training 
Hirofumi Hori*, Akifumi Sugimoto*, Takeshi Saiki*, Tomoko Hirayama*
* Aino University
, Faculty of Nursing and Rehabilitation, Department of Physical Therapy
Abstract
   Clinical training is the core of physical therapy education. However, its age—old 
methodology could be inappropriate for today's education. We set up a study group and 
examined the issue. As a result, the importance of "participating with others" (i. e. interaction 
between instructors and students, and that between students and patients) came into focus and 
the necessity of exploring possible "participation" methods was indicated. We considered that 
one should be ready for participating with others by doing the same thing with oneself in 
advance. 
   The idea was premised on the importance of physical communication as well as that of 
linguistic communication, and we discussed and tried to identify our concept of "participation" 
with keywords such as care, criticism or commitment  (engagement). Finally we reached the 
conclusion that both instructors and students need a learning process, where they can interpret 
and verbalize 0. e. think and express) their experiences of linguistic and physical 
communication by themselves. Clinical training may be ultimately defined as a process of 
understanding what "participation" means and experiencing it. 
Key words : commitment  (engagement)  , criticism, care
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〔論 説〕
は な す こ と,き く こ と,ふ れ る こ と,か ん じ る こ と
(ふれ られ る こ と)
臨床実習ヘアンガジェする方法の検討
堀 寛 史*,杉 本 明 文*,佐 伯 武 士*,平 山 朋 子*
【要 旨】 理学療法学教育において臨床実習は重要な位置づけにある。 しかし,そ の方法論は古
くから変化 しておらず,現 代の教育に必ずしも適当であるとはいえない。 今回,そ の課題につい
て,研 究会を設立 し検討 した。 その結果,「関わること」の重要性が浮かび上がり,い かにして
関われるのかを明確にする必要が示唆された。 研究会では人に関わる以前に自らに関わり,そ れ
を基盤に他者 と関われると考えた。 それは言語的コミュニケーションのみならず,身 体的コ ミュ
ニケーションの重要性を前提としている。
関わりについてケア,ク リティシズム,ア ンガージュマンなどのキーワー ドを使用 し説明を
加えた。 最終的に言語的 ・身体的コミュニケーションの経験を自らが解釈 し,そ れを言語化でき
るような学習プロセスの経過(思 考 し表現すること)が必要であると結論づけた。臨床実習は自
己,他者への関わりを理解し,経験するプロセスなのである。
キ ー ワー ド:ア ンガ ー ジ ュマ ン ・ク リテ ィ シズ ム ・ケ ア
1,は じ め に
































状である。 しか し,ほ とんどの場合,(大学にも臨床
実習施設 にも)「学生 レベル」 という不明瞭な閾値を
有 しており,それが広 く流布 している。このことが伝
統的に受け入れ られており,学生 はその伝統†1を受 け
継 ぐという形で臨床実習を遂行することになる。
学生に求める評価基準については文字上で大学が提




















価基準が無 く,印象論 での言及 しかできない側面
(デー タ化が困難)を 持っている。 それ故に臨床実習
の難 しさ(学生のみならず臨床実習指導者,大 学教員
にとって も)が 浮 き彫 りにな るのだ と考 え られ る。
本研 究会 で は,以 前,臨 床 実習 に対 して ジ ャ ン=
ポール ・サル トル(Jean-Paul　Sartre)のい う 「ア
ンガ ージュマ ン(engagement)」**とい うキー ワー
ドか ら大学 教員 と学生 の心構 えにつ いて第13回 教育
研究大 会にて 「伝統 的臨床実習形態 を乗 り越 えるため
に 関わ ることへ の意志 に基づ いた系統 的臨床実
習 の試 み 」 とい う表 題で述 べ た。 ア ンガー ジュ
マ ンとは社 会に参加 す ることを指 し,そ の社会 に自己
を拘束 す る とい う意 味 を持 つ2・3)。大 学教 員 は学生 の
コ ミュニテ ィと臨床 の理学療法 の場 にア ンガ ジェ しな
ければな らない。学生 は自 らが所属す る大学 とい う小
さな コ ミュニ テ ィか ら臨 床の理学 療法 の場 に ア ンガ
ジェする 「覚悟」 を持 ち,そ して,ア ンガ ジェ しな く
てはな らない。 これは比較的 に守 られ た場か ら,自 ら,
自 らを守 らなければな らない場への移動 を示唆す る。
それはよ り実践的場へ の移動で あ り,責 任 を負 う場へ
の移動 ともいえよ う††。
人 に とって未知 なる場へ のア ンガー ジュマ ンは不安
を覚 えさせ,足 を疎 ませ る。逆 に,期 待を大 き くして,
ふ くらませ たイメー ジを先行 させ ア ンガ ジェす る。 こ
のどち らもス トレス心理学 の立場か らで はス トレスフ
ルな状況 とな り得 る。つ ま り,ア ンガジェす ることは
容易 な ことで はないのだ。 それを大学 教員や臨床実習
指導者が ア ンガ ジェで きて 「当た り前 」の視点か ら学
生 を臨床 に何 もせず に送 り出す とすれば,そ れ は送 り
出す側 と して無責任で ある。可能な限 りといった逃 げ
口上 を前提 に しなけれ ばな らないのだが,教 育が ア ン
ガ ジェさせ るためにや らな くて はな らな いことを考え
なけれ ばば らない。 また,そ れを実践 しな ければな ら
ない。本論文で はその方法論を考察 し記 述す ることが
目的で ある。次節 よ り,そ こに行 き着 くための概念 と




である。 ガダマーによると 「少なくとも,わ れわれが








§ 実際的な問題として,さ らには理学療法業界を取 り巻
く社会的環境との関係も本来的には含まれている。 し
かし,こ こでは人間関係に突出 して言及 している。




**現にある状況か ら自己を開放 し,あ らたな状況のうち
に自己を拘束することの意味で使用している。
††実際には臨床実習指導者の下,実 習を行 う故にその指











































の促 しである。他者の視線を通 した自分の認識(他 者









実習に対する直接的な ものではな く,現代を生 き抜 く
ことについて哲学者が回答 したインタビューからであ














































どんな社会に対 して も同様である。 しか し,自 らにつ
いてあらか じめ考えておくことで社会との境界が少 し
ずつ明確になる。さらに,今 いる社会の他者のまなざ


















その意志の交わりに際 して,自 らを引き受 けてお くこ
と,その準備によって関係性の中にあるお互いの差異
に気づくことができる。 自らにふれることによって,





























ケア とい う言葉 は,「だ れよ り も彼女 の こ とを心
配(ケ ア ・フ ォア)し てい るとか,「 父母 の面 倒
をみて いる(テ イク ・ケア)」 とい う使われ方 を
す る(ジ ョン ・マ クナ イ ト 「専 門化 されたサ ー ビ
スと人を不能化 す る援 助」 参照)。 ここで重要 な
の は,他 者 と しての誰 かへの関心 であ る。 そ して,
結論 を先取 り して言 えば,こ の他者 への(ひ とと
しての)関 心 が,相 手 の側 に逆方 向の 「他者 への
関心」を呼び起 こす とい うこと,こ うい う反転 が
ケアの核心 に はあ って,ケ ア とい うい となみの相
手 を 「お客様」 と して遇 す ることは,管 理 と して
のケ アと同 じく,こ の反転 の可能性 を こそあ らか



























セラピス トはセラピス トである以前に 〈私〉である。
しかし,〈私〉 が思 うこと,感 じることはある程度セ
ラピス トという職業の修飾を受 ける。あるいは,セ ラ
















ス トがいると見えるか もしれない。また,セ ラピス ト



























であるが,場 の違 う他者 と出会う故に,ケ アの持つ複

































い。そして,力 強 く立ち向か うことと弱さに気づける
強さを教育に組み込めたらと願 うのである。その弱さ
についての鷲田の引用で本節を終えるとする。
ケアを必要 と して いるひとに,ほ か な らぬケアす
る側が ケアされ るとい うこと も,し ば しば起 こる。
「弱い」 ひとの前 で,ケ アす る者が これまで それ
を抑え,あ るいは隠す とい うか たちで必死 にがん
ばって きたそのみずか らの 「弱 さ」 に,こ れ まで
とはちが って素直 にむ きあえ るよ うになる とい う
ことが8)
4,は なす こと,き くこと,ふ れ ること,
かん じること(ふ れ られ る こと)
実際的な臨床実習の方法論に至るまで,か なり長い














作業はひたす らに難 しい。その難 しさの理由を中岡成
文氏は以下のように述べている。
ひとは生きていくうえで,幾 多のつらさを経験す
る。そのつ らさの多 くは,自分の不能(で きない










ここで述べ られる 「〈社会で生きてい くうえで出来
ないと困ること〉,また 〈社会か ら出来ると期待され
ていること〉が出来ない」ことに由来するつらさは誰




















ためにもっとも簡単な方法は,自 ら発 した言葉に対 し
て他者か らフィー ドバ ックを受けることである。その
想定は,学生が学生におこなう面接の練習である。面




クを必要 とする。通常,自 らが発 した言葉は自身の耳
か らフィー ドバックされる。 これは単に 「思った」の
と違い,発 した言葉,つ まり語 りとして認識される。






































が,セ ラピス トとしての立場を考えた場合,答 えを誘
導する,問 いかけにより相手を支配することは望まし
くない。 「閉 じた」,「開いた」 質問を効率よく使用 し
つつも,他 者の語 りを 「聴 く」,この姿勢は経験を必




を第1に 考える。そして第2に 「かん じること(ふれ
られること)」について考える。 自らがふれ,そ して
他者か らふれ られるという双方向性の感覚的 ・身体的
なコミュニケーションの方法について考えるのである。
ふれる行為はセラピス トにとって職業的特性 と呼べ








ほとん どの部分 で経 験 にゆだね られ る。 「た くさんふ
れれば うま くな る」 という言説か ら抜 け出すための方
法論を提示 されな いで いる。本研 究 にお いて はこの部
分 にコ ミュニケーシ ョンの概念を取 り入れて考えてみ
る。 ここで いうコ ミュニケーシ ョンの概念 とは双方 向
性の意志の通 い合 いで ある。 つ ま り,「ふれ る」・「か
ん じる」の双方か らふれ る行為を考え るのであ る。
ところで,ふ れ るという行為の特 殊性 をセ ラ ピス ト
は考 え て い るだ ろ うか。つ ま り,「ノ リ ・メ ・タ ン
ゲ ー レ(私 にふれるな)」(『ヨハネによる福音書」 第
20章)10)と復活 したイ エスが マ リアに言 った よ うに
ふれ させな いという選択肢が多 く含んで いるはずなの
だ。人 と人がふれあ うの は,そ こにあ る程度の合意 が
あ り,ま た緊張関係が あるはずであ る。 しか し,セ ラ
ピス トの促 しに対 し,ふ れ ることを許可 され るように
なる。他者 にふれ るとは他者が近 しき存在 にな った証
にな り得 る。 あるいは,単 純 にふれた いと思 って いて
もセク シャルな問題を含む場合 には基本的 に 「ふれて
はな らない」ので ある。医療 という後 ろ盾を持 って行
う,ふ れ るとい う行為 の特殊性への反省 には一旦 「ふ
れてお く」 ほ うが良 いと考えて いる。
ここで再度,鷲 田の引用か らふれ る行為 にふれてみ
る。
そ こで失われて いるのは,ま さ ぐるとい うかた
ちで の対象 との柔 らか な接触だ。何か に触れ ると
い う経験 は,か らだ の 〈内〉 を対象 に向か って開
き,そ れ を対象 の表面 に,あ るいはその奥 に くぐ
もった触感 にっ きあわせ るとい うことで あった。
押 した り引 いた り,ぐ っと握 りしめた り遠慮が ち
に撫 でた りとい うふ うに,場 合 によ って力 を入れ
た り弛 めた りして可塑的 に対応で きないと,そ こ
には物 との衝突 とい う事件が あるだけで,触 れ る
とい う経 験 は生 まれ な い。表 面 を そ っ と撫 で,
擦 って,物 の肌理 を感 じ,熱 を計 り,重 みを確か
め,や んわ りと押 し,と きに掌 のなか で転がす。
壊 さないよ うに,そ っと。崩 れなければ,も っと
力 を こめて,ぎ ゅっと11)
長い引用であるが,こ の鷲田の述べる 「まさぐる」,
「ふれる」 の概念は,セ ラピス トが他者にふれるとき

















い。それと同様にふれ られる,つ まり感 じる側にとっ
ても身体に手が衝突 したのとは違うのである。先の鷲
田の引用をふれられることに関 して逆の立場から読み













ればならない。また,ふれ られる側 も同様にふれ られ














近 しい感 じの学生は比較的多 くのフィー ドバックが
与えられる。また,強 い意図を感 じさせない者 も同様
である。 しかも,それは肯定的なフィー ドバ ックが多
いと予測される。 しか し,近づき難い,意図があ りあ




ありあ りとした学生に対 して教員側か らの フィー ド
バ ックを与える。そこが大きなポイ ントになるだろう。
学生は本節で提示 した方法(フ ィー ドバックを受 け
ること)で他者的な意見を学生 自ら情報 として一旦受
け入れる。場合によっては理解 しがたい内容のフィー
ドバ ックやどう して も受 け入れ ることの出来ない





































る。そ して,そ のアンガジェとは状況をあらか じめ理
解 している上で立ち向か うことである。また,自 己の
状況を把握 しつつ言語化する能力を身につけさせてお
く。その上で,学 生には立ち向か う勇気を持 って もら
えた らと思 うのだ。 これが私たちの考える臨床実習へ
のアンガージュマンである。
5,お わ り に
理学療法教育にとって臨床実習は重要な山場である。
しか し,その方法論は確立 しているとは言い難い。本












(そのように感 じなければ)な らないのだ。 この考え
は基盤として持っていたい。
具体的な方法論に乗 っ取 ってデータ化 し,それを研
究することにも充分な意味はある。 しか し,不確定な
要素を多 く含んだ人 と人との関係について指導 してい
くためには,ま ず,関 係の意味を考えるべきであった。
トライ ・アンド・エラーの前 に行うべき理念形成であ
る。まず幹を しっかり立てて,そ こか ら生えて くる枝
葉について考える。ときにはいらないと思われる枝葉
を剪定 する必要が出て くるだろう。 しか し,幹までは
切 り倒 さない。そのような試みのための論述が本論文
であると考えている。
理学療法教育 ・理学療法業界を取 り巻く環境は決 し
て静かではない。嵐の中にあると比喩 してもさほどお
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